
 
 
 
 
 
 

後期前半は、全校児童で取り組んだ学習発表会やマラソン大会、また、各学年のまち探検

や車いすバスケット見学、自然教室といった校外行事などがありました。さらに、保育園や

青葉小学校の特別支援学級との交流、外部講師を招いての学習等、各学年で様々な体験を積

み重ねることもできました。一方で、インフルエンザが早い時期から流行し、本校も学級閉

鎖になったクラスがあり、予定されていた行事を変更しなければなりませんでした。今後も、

まだまだ寒い日が続きますので、冬休みや後期後半も続けて健康管理にご留意ください。 

本日の全校集会では、冬休み中に、後期前半の各自の成長を振り返り、新年の目標をもつ

ように話をしています。また、冬休みの生活についても安全第一で規則正しい生活を送るよ

う指導していますので、充実した冬休みになるようにご家庭でもお話しされてください。 

後期前半も、保護者や地域の方々には本校の教育活動にご理解とご協力をいただき、本当

にありがとうございました。来年もよろしくお願いいたします。どうぞ、よいお年をお迎え

ください。 

がんばったマラソン大会 
１９日（金）にマラソン大会を開催しました。２週間ほ

ど前から２時間目と３時間目の間の中休みに運動場でラン

ランタイム（５分間走）を実施し、１７日と２３日には実

際のコースを走ってみました。初めのころは、５分間走も

最後まで走れず途中から歩く子もいましたが、練習を重ねるにつれ、次第に自分のペースが

つかめてきたようでした。マラソン大会当日は、この時季にしては暖かく、天気にも恵まれ、

多くの方々から声援をいただいたので、子どもたちもそれまで以上にがんばっていました。

なかには、最初からがんばり過ぎて途中でペースダウンしてしまう子もいましたが、多くの

子が各自の好タイムで走れたようです。温かいご声援をありがとうございました。 

青葉小学校との交流 
１２日（金）に本校のにじいろ学級の子どもたちと青葉小

学校の特別支援学級の子どもたちとの交流が高須小学校であ

りました。それまでもオンラインでの交流が２回ありました

が、直接会っての交流は今回が初めてでした。最初に自己紹

介をし、次にフルーツバスケットをして親睦を図りました。

このゲームを通してお互いに相手を思いやる姿も見られ、次

第に仲が深まってきました。その後、プレゼント交換をして、記念撮影をし、最後に風船バ

レーをしました。風船バレーは、初めはなかなかパスをつなぐことができなかったのですが、

ゲームを重ねるにつれ、パスがつながり、熱戦が繰り広げられるようになりました。 

学校が違っても、友達の輪を広げていくことの大切さや楽しさを学んだようです。今後も

交流を続け、さらに親睦を深めていきたいと思います。 

後期前半もご理解とご協力をいただき、 
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